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研究成果の概要（和文）：大学生の手の形と表情の同時模倣の際の視線や順序について，表情を中心として見て
いるが，同時模倣の際には，手の形を見て先に模倣し，次に表情を模倣してそのまま表情に注目することが多い
ことが明らかとなった．
一方，ASD児及びそれらが疑われる児に対する手の形と表情の同時模倣の際の視線や順序の特徴について，表情
を中心として見ている児は，同時模倣の際に表情から行う児が多く，反対に手の形を中心として見ている児は，
同時模倣の際に手の形から先に模倣することが多く，どちらか一つのパターンで捉える傾向があった．

研究成果の概要（英文）：The results showed that the students often imitated the hand shape first, 
then imitated the facial expression, and then focused their attention on the facial expression.
On the other hand, the children who focused on the facial expression tended to imitate the hand 
shape first, while the children who focused on the hand shape tended to imitate the hand shape 
first, indicating that the children with ASD or suspected ASD tended to follow one pattern or the 
other during the simultaneous imitation.

研究分野： 発達障害作業療法

キーワード： 自閉症スペクトラム症　発達障害　模倣　感覚　脳活動　眼球運動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自閉スペクトラム（ASD)の主要な症状である共感性や模倣の問題を説明する仮説として，ミラーニューロン
(mirror neuron system: MNS)障害説が注目されている．これらと関連のある他の問題では，感覚刺激の反応亢
進または低反応，日常生活や運動場面における手指や動作の不器用さ，眼球運動の拙劣さが挙げられる．本研究
によりASD児の模倣の特徴や視線追従のパターンが明らかとなり，感覚刺激の反応亢進または低反応との関連を
明らかにすることで，エビデンスにもとづいたASD児の早期発見，早期支援を促進する可能性を秘めている．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
自閉スペクトラム（ASD)の主要な症状である共感性や模倣の問題を説明する仮説として，ミ

ラーニューロン(mirror neuron system: MNS)障害説が注目されている．これらと関連のある他
の問題では，感覚刺激の反応亢進または低反応，日常生活や運動場面における手指や動作の不器
用さ，眼球運動の拙劣さが挙げられる．定型発達児と ASD 児を対象とした社会性と眼球運動に
関する研究では，モニターをとおした発話中の表情について，どこを中心に見ているかに関して
調査した結果，定型発達児群は会話のやり取りに応じて，皆同じようなタイミングで視線を話者
から次の話者へと移動させているのに対して，ASD 児群にはそのようなダイナミックな注視パ
ターンの切り替えは見られず，思い思いのパターンで視線を移動させていたことが明らかとな
った(Nakano et al, 2010).これら当該児の問題の改善に MNS に着目したニューロリハビリテー
ションへの応用が期待されているが，その成果報告はない現状にある．つまり，早期から MNS
を賦活させる方策を構築することが，ASD のライフステージを見据えた支援を行うために重要
である． 
本研究では，先行研究やニューロリハビリテーションの考え方にもとづき，表情と手の形の模倣
課題といったさまざまな模倣課題を設定している．これらの同時模倣課題時の脳活動と眼球運
動を同時計測することにより，ASD 児の模倣の特徴や視線追従のパターンが明らかとなり，感
覚刺激の反応亢進または低反応との関連を明らかにすることで，エビデンスにもとづいた ASD
児の早期発見，早期支援を促進する可能性を秘めていると考える． 
 
 
２．研究の目的 
 
眼球運動と模倣に着目し，表情と手の形の同時模倣課題といったさまざまな手の形と表情の 2

つを見比べて模倣する際に，どこに注目しているか，どの順序で模倣するかについて，大学生を
対象として検討し，その特徴を明らかにする．次に，ASD 児を対象として，感覚刺激の反応亢
進または低反応について調査し，感覚特性と眼球運動と模倣との関連を分析する． 
 
 
３．研究の方法 
 
(1)大学生を対象に表情と手指の形を模倣する課題のプロトタイプを用いて予備実験を実施し，
改良を行った．改良後，大学生を対象に本実験を実施した．実験課題について，表情模倣は，①
怒った顔，②笑った顔，③悲しい顔の 3種類の絵カードを用い，手の形模倣は，①チョキ，②パ
ー，③キツネの指の 3種類の絵カードを用い，モニターから表示させる方法をとった．つまり，
これら表情と手の形模倣の 2 つを同時にモニターに表示し，普通の表情とグーの形をベースラ
インとして，モニターと同じ表情と手指の形を模倣する模倣課題を作成し，計 12 パターン実施
した．その際の視線の留まる（固視）領域と視線の移動領域について，手の形と表情の間の領域，
表情領域、手の形領域、の 3パターン設定し、各領域における固視時間と視線の移動回数を測定
した．さらに，模倣の順序について，手から模倣するパターン，同時に模倣するパターン，表情
から模倣するパターンと 3種の模倣の順序に関しても検討した． 
 
(2)小学生の ASD 児及びそれらが疑われる児に対して，日本版感覚プロファイル（以下，SP）
を用いて，感覚刺激の反応亢進または低反応について調査した．SP の象限スコアである「低登
録」「感覚探求」「感覚過敏」「感覚回避」の 4項目に着目し，評価結果の「平均的」「高い」「非
常に高い」の 3段階にそれぞれ 1，2，3と順位をつけ，低学年群（小学１～3年生）と高学年群
（小学 4～6年生）に分類し，マンホイットニーの U 検定を用いて比較した． 
また，大学生と同様の方法で，表情と手の形を模倣する同時模倣課題を実施し，その際の固視

時間と視線の移動回数及び模倣の順序を比較した．さらに，感覚特性との関連についても検討し
た． 
 
 
４．研究成果 
 
(1)大学生における各領域における固視時間平均値は，手の形と表情の間の移動領域 1.1±1.8 秒，
表情領域 3.1±2.4 秒，手の形領域 0.8±1.2 秒となった（図 1）．領域ペアごとの固視時間平均
値の比較では，手の形と表情の間の移動領域と表情領域(p＜0.000)，手の形領域と表情領域(p＜
0.000)で有意差がみられた．一方，手の形領域と手の形と表情の間の移動領域では有意差がみら
れなかった． 



各領域における視線の移動回数の平均値は，手の形と表情の間の移動領域 2.9±3.5 回，表情
領域 8.6±6.6 回，手の形領域 2.7±3.4 回となった(図 2)．領域ペアごとの回数平均値の比較で
は，手の形と表情の間の移動領域と表情領域(p＜0.000)，手の形領域と表情領域(p＜0.000)で有
意差がみられた．一方，手の形領域と手の形と表情の間の移動領域では有意差がみられなかった． 
模倣の順序では，手の形から行うパターンが 162 回と最も多く，同時に行うパターンが 51回，

表情から行うパターンが 39 回で最も少なかった． 
 これらの結果から，大学生の手の形と表情の同時模倣の際の視線や順序について，表情を中心
として見ているが，同時模倣の際には，手の形を見て先に模倣し，次に表情を模倣してそのまま
表情に注目することが多いことが明らかとなった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）小学生以降の ASD 児及びそれらが疑われる児に対する SP の「低登録」「感覚探求」「感覚
過敏」「感覚回避」の 4 項目において，1 項目でも「高い」「非常に高い」と回答した保護者は，
39 名（83.0％）であった。「低登録」「感覚探求」「感覚過敏」「感覚回避」各項目における低学年
群と高学年群の比較では，「感覚探求」の低学年群は 1.39±0.61，高学年群は 2.07±0.73，「感
覚過敏」の低学年群は 1.70±0.73，高学年群は 2.21±0.58 であり，2項目ともに有意差（それ
ぞれ p=0.003，p=0.02）を認め，高学年群の得点が高かった。一方，「低登録」の低学年群は 1.97
±0.81，高学年群は 2.14±0.66，「感覚回避」の低学年群は 1.85±0.80，高学年群は 2.00±0.56
であり，2項目ともに有意差を認めなかったが，いずれも高学年群の得点が高かった． 
 ASD 児及びそれらが疑われる児に対する手の形と表情の同時模倣について，低学齢群，高学
齢群ともにデータのばらつきが大きかったため，固視時間，視線の移動回数及び模倣の順序すべ
てにおいて有意差を認めなかった．また，「低登録」「感覚探求」「感覚過敏」「感覚回避」との関
連もみられなかった． 
しかしながら特徴的な点として，いずれの群においても表情を中心として見ている児は，同時

模倣の際に表情から行う児が多く，反対に手の形を中心として見ている児は，同時模倣の際に手
の形から先に模倣することが多く，どちらか一つのパターンで捉える傾向があった．この点につ
いては，今後さらにデータを追加し，検討していく予定である． 

＊p＜0.000 
 
図 1．各領域における固視時間の比較 

＊p＜0.000 
 
図 2．各領域における視線の移動回数の比較 
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